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第22回全国共同利用大型計算機センター運用会議

議 事 要 旨

H時:昭 和47ec3月23H(木)1e:oo～16:09

場 所:東 北 大学 大型計 算機 セ ン ター大 会議 室

議 事

1報 告事 項

各セ ン ター の現 況お よび利用状 況 につ いて 、夫 々 報告 が あった。

II審 議事 項

1.セ ン ター の機 構 につ いて

前 回の セ ン ター長 会議 の議 に基 づ き、北 海道大 学 お よび東北 大学 で作成 した3部 制(案)に つ

い て種 々審議 したが各部 で担 当す る 内容 と機 能等 につ い て深 く検 討す る必要 があ る との見地 か ら

次 回に継 続 して検討 す る こ とに なった。

2.昭 和48年 度概 算要 求 につ いて

各セ ン ター の拡 充計画 に 関す る概要 につ い て情報交 換 が あった。

3.負担 金の改 正 につ いて

負担 金 ・料 金 問題小 委 員会か ら経過 報告 が あ ったの ち大 阪大 学 お よび東北 大学 か らシ ステ ム変

更 に伴 う利 用負担 金の改 正案 が提 示 され承 認 され た。

4.セ ン ター 間の協 議 につ いて

前 園の議 に基づ き、各 会議 お よび各研究 会 か ら、 それ ぞれ活動状 況 につ い て報告 が あっ た。

つ いで 、セ ン ター 間の連 絡 ・協議 の あ り方 と方 法 につ いて検討 す る こ とに な り、次の メンバー

か ら成 る 「セ ン ター 問連 絡 ・協議 に関す る検 討小 委 員会」 が設 け られ 、次 回の運 用 会議 まで検 討

の うえ、複 数 の原案 を作 成す る こ とに な った。

委 員 長 高 木 修 二(大 阪大学 セ ンター 長)

委 買 小 野 周(東 京 大 学 教 授)

だ 福 村 晃 夫(名 古 屋 大 学 教 授)

〃 高 橋 瑠(東 北 大 学 助 教 授)

・ 中 村 七 郎(京 都 大 学 事 務 長)

5.特 定の連 絡 所の特 別扱 いにつ いて

利 用 申請 に際 し、地 区協 を通 じて 申請す るこ とに な って いる ため 、地 域 に よって は不使 を生ず

るこ とが あ り改善 策に つ いて種 々審議 した結果 、関係 す る地 区協 間 で話 し合い の うえ善処 す る こ

とにな った。

6.沖 縄地 区 各大学 の利 用 につ いて

本 年5月15露 沖 縄全 面復帰 に伴 ない沖縄 地 区の 利用者 の取 扱 いにつ い て種 々 審議 し、九粥 大学



か ら第七地 区協 に所属 す るよ う呼 びか け る とと もに セ ンターの あ り方 を認識 させ る よ う積 極 的に

働 きかけ るこ とに なっ た。

7.デ マ ン ド ・ジ ョブの 負担金 につ い て

九州 大学 か らの提案 に基づ き種 々話 し合 っ た結 果 、他セ ンター に影 響 を与 え るこ と もあ るが 、

試 験的 に実 施す るこ とが 了承 され た。

8.そ の 他

(1)プ ロ グラム ・ライ ブラ リ研 究 会につ い て

京都大 学 で発 足時か ら担 当 を して きた が 、47年 度 か ら他 大 学に引 継 ぐこ とが 了承 され た。

(2)指 導 翼等 の名称 につ い て

各セ ン ター の現状 につ いて説 明が あ ったの ち、 名称の 統一 につ いて種 々意 見交換 が あ ったが

結論 を得 なか った。


